
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

［第3グループ内の例会日］ 新狭山(月)、入間(木)、

入間南(火)、飯能(水)、日高(火)、狭山中央(火) 

                   所沢(火)、新所沢

(火)、所沢西(火)、所沢東(木)、所沢中央(月) 

 

 

第 3 グループ内の例会日］ 新狭山(月)、入間(木)、入間南(火)、飯能(水)、日高(火)、狭山中央(火) 

                   所沢(火)、新所沢(火)、所沢西(火)、所沢東(木)、所沢中央(月) 

 

第 1133回 ( 5月 16日)例会の記録  

   

点鐘      佐藤圭司会長 

合 唱     四つのテスト 

第２副ＳＡＡ  吉松会員 東会員 

 

※出席報告 

会員数 出席者数 出席率 前回修正 

３２名 ２６名 80.64％ 87.09％ 

 

  会長の時間    

       佐藤 圭司 会長 

  

 約 33年前、1984年のロサンゼル

スオリンピック開会式で小型ジェッ

トエンジンを背負って飛んだロケットマンを覚えていま

すか。ロケットマンの登場により、人間が空を自由に飛

べる時代がすぐそこまで来ているんだと度肝を抜かれ

ました。しかし今の時代、PL法など製造者責任の強化

などの社会的背景があるため、一般市民向けの商品

を生み出すのはその安全性の限界から難しいそうで

す。同様に、車メーカーに自動運転の技術がありなが

らこれまで商品化できなかった等、長い年月も同じよう

な背景があるように思います。 

しかし、最近では逆に人間の命に関わらないドローン

の登場はあっという間に世の中に溶け込んで、空撮や

遠くにいる人へ荷物を届けるといった試みが始まって

おり、どんどんと我々の生活の中に入ってきています。 

そして遂に５月 14日の日経新聞の一面に『「空飛ぶ車」

離陸、トヨタが支援。2020年の実用化目標』という衝撃

的な見出しが掲載されました。 

長い渋滞中に「車が空を飛べたらなぁ」と想像すること

があると思います。この「空飛ぶ車」は、文字通りそれ

を実現するもので、トヨタ自動車では社内の若手有志

らがこの事業を進めているそうです。グループ企業 14

社とともに、３年間で計 4250万円を拠出する方針を固

め、開発チームは、2020 年の東京オリンピック、パラリ

ンピックで「空飛ぶ車」での聖火点灯を目指しており、

今後は技術開発を加速させるそうです。 

支援を受けるのは自動車、航空業界の若手技術者や

ベンチャー関係者らが中心の有志団体「カーティベー

ター」で、現在、メンバーが勤務外の時間を使って四

方のプロペラを据えてドローンのように空中に浮かぶ

車の開発を進めています。 

トヨタなどからの支援をもとに１８年末までに有人飛行

が可能な試作機を完成させ東京五輪で広くアピール

したい意向で、トヨタもこうした次世代モビリティーの実

現に向けた考え方に賛同し「若手技術者の支援の観

点からはじめた」といいます。 

 「空飛ぶ車」をめぐっては、自動車の相乗りサービス

の大手「米ウーバー・テクノロジーズ」が 20年までに実

証実験を行う計画を発表し、欧米のベンチャー企業を

中心に「未来の乗り物」として開発がすでに始まってい

るそうです。 

 

 
 

週 報 
2016～2017年度  ＲＩ会長 ジョン・ジャーム 

ＲＩのテーマ   『人類に奉仕するロータリー』 
地区のテーマ   『知恵と元気を』 ガバナー 前嶋修身 

 

 

〔例会場〕狭山東武サロン〒350-1305 狭山市入間川 3-6-14 TEL 04-2954-2511 

〔事務所〕〒350-1305 狭山市入間川１-24-48 TEL 04-2952-2277 FAX 04-2952-2366 

            http://www1.s-cat.ne.jp/schuohrc/E－mail:schuohrc@p1.s-cat.ne.jp 

会長 佐藤圭司   会長ｴﾚｸﾄ 益子伸明  副会長 小島美恵子  幹事 益子伸明 

 

国際ロータリー 

第２５７０地区 

http://www1.s-cat.ne.jp/schuohrc/E


  幹事報告                益子幹事 

・地区より 『2017-2018年度 第１回クラブ奉仕部門 

  ｾミナー、会員増強ｾﾐﾅｰ開催について（ご案内）』  

『2017-2018年度公共ｲﾒｰｼﾞﾌｫｰﾗﾑ開催について』  

・本庄ＲＣより 『ﾛｰﾀﾘｰ希望の風ﾁｬﾘﾃｨｰ講演会』  

・所沢東ＲＣより『訃報のお知らせ』 

◎ 受贈会報  飯能ＲＣ 

◎ 回   覧  ハイライトよねやま 206号 

          (医)尚寿会広報紙 清和号 第109号 

 

 

｢外来卓話｣･････  

米山奨学生  ホロワさん 

 卓話はスクリーンを利用し、故郷

である内モンゴル自治区の事や近

隣諸国のモンゴル国、ブリヤー

ト共和国、カルムイク共和国の

概要を説明していました。 

また、内モンゴルにおける牧畜

の説明がありました。 

自身は９月に大学院に入学し、

２～３年後に博士になれたら一

刻も早く故郷内モンゴル自治

区で牧畜に携わりたいという夢

で話を終えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐藤君 本日の外来卓話 我、中央ＲＣの米山記念奨

学生 ホロワ様 もうそろそろロータリーも卒

業ですね。是非共、日本とモンゴルの懸け

橋となって活躍して頂きたいと思います。卓

宜しくお願い致します。 

益子君 米山奨学生のホロワ様、本日の卓話楽しみ

です。宜しくお願いします。 

東 君  米山記念奨学生 ホロワさんの卓話とても楽

しみにしています。また今月 20 日はホロワさ

んのお誕生日です。少し早いですが「おめ

でとうございます！」 

江原君 ホロワさん、本日のお話しをとっても楽しみに

していました。宜しくお願い致します。 

清水君 米山奨学生のホロワ様、本日の卓話宜しくお

願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆次の例会 

５月３０日(火) 12：30～13：30 

    第二副 SAA： 浜野会員 稲見会員 

    外 来 卓 話： 社会福祉法人 

           狭山市社会福祉協議会 

           会長 塩野谷 延夫 様 
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